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初回の講座、講師は吉川和美さん 
 

今年 7 月、当会は王寺町と連携協

定を締結しました。連携事業の第一

弾は「奈良検定２級受験講座」。 

約 30 人を対象に、10 月 2 日（日）

から毎月 2 回（1 回 2 時間）、全 8 回

の講座を実施しています。 

（専務理事 鉄田憲男） 

講師は当会「公民館講座サークル」

のメンバーです。講座は同町地域交

流センター（りーべる王寺東館５階）

で開催しています。テキスト･問題集

の代金を含め、受講料は計 5,000円。

町外からも多くの方が参加され、皆

さん熱心に受講されています。 

講座の事前準備の様子（8/18） 
 

史跡探訪サークルが再始動 

元担当理事の体調不良により活動

を休止していた史跡探訪サークルが、

活動を再開しました。 

8 月 28 日（日）に打合せを行い、

11月 12 日（土）に五劫院から奈良き

たまちを歩く予定です。 

打合せ会の様子（8/28） 
 

「ゆうドキッ！」ＭＣが交代 

当会会員有志は、奈良テレビ放送

「ゆうドキッ！」（17 時 30 分～）木

曜日の「ＮＡＲＡベスト３」のコーナ

ーに生出演しています。 

7月からはＭＣが交代し、ますま

す明るく楽しいコーナーとなりまし

た。ぜひ皆さんご視聴ください。 

松浦副理事長が出演（10/6） 
 

当会へのご寄付のお願い 

おかげさまで昨年度は 788,100 円

（45名様）、今年度に入ってからはす

でに 151,500円（6名様）のご寄付を

いただいていますが、まだ低調です。

寄付金は毎年募集しています。多額

でなくて結構です（最頻値＝1万円）。

当会 HPの「寄付申し込み」をご覧い

ただき「寄付金申込書」にご記入･ご

送付いただいた上で、当会の口座に

お振り込みをお願いいたします。 

友松さんと石田さんが新聞に登場 

9月 25日（日）読売新聞本社で「正

倉院展講座ｉｎ東京」が開催され、当

会の友松洋之子さんが講師を務めま

した。その概要が同紙（10/23付）に

紹介されましたので、以下に貼って

おきます。 

読売新聞の記事（10/23 付） 
 

また同日の関連記事で、森鷗外（元

帝室博物館総長）に詳しい石田一雄

さんの「鷗外の足跡をたどると、古き

良き奈良への気持ちがあちらこちら

に表れている。鷗外と奈良の関係の

深さを伝えたい」というコメントも

紹介されました。

王寺町と連携､奈良検定２級受験講座がスタート！ 



 

― 2 ― 

まほろば館（東京・新橋）の講演 

講演「お伊勢参りと熊野詣」（9/3） 

 

当会は毎月 1 回、奈良まほろば館

に講師を派遣して、午前と午後の 2回、

講演をしています。9月 3日（土）に

は、鉄田が講師を担当、午前は「吉野

山の謎」、午後は「お伊勢参りと熊野

詣」の演題で講演しました。 

東京から遠く離れた吉野や伊勢、

熊野の話に、熱心に耳を傾けていた

だきました。 
 

信貴山「玉蔵院」で特別講演会 

野澤密孝貫主のご挨拶（8/21） 

 

国宝「信貴山縁起絵巻」現物が朝護

孫子寺霊宝館で特別出陳されること

に伴い、同寺塔頭の玉蔵院で、講演会

が開催されました。 

藤井哲子さんの講演（同日） 
 

8 月 21 日（日）には当会会員の藤

井哲子さんが「国宝絵巻の舞台～信

貴山」、10 月 11 日（火）には鉄田が

「聖徳太子の謎を追う」の演題で講

演しました。 

 

安井さんがブログでツアー紹介 

 

当会会員で元ガイドグループ担当

理事の安井永さんが、ブログ「ええと

こ奈良ガイド」をスタートされまし

た。ブログでは、ガイドグループの

「募集ガイド」などを紹介。 

URL は、当会 HP の「リンク集」を

ご参照ください。 

 

保山耕一作品上映会「特別編」 

自作を解説される松森理事（10/9） 
 

毎月、奈良公園バスターミナル「レ

クチャーホール」で開催されている

「映像作家 保山耕一作品上映会」、9

月 11日（日）と 10月 9日（日）は特

別編でした。 

そこで当会の松森重博理事は映像

に合わせた短歌を披露、鉄田は「〇×

クイズ」を出題しました。9月のクイ

ズ大会で優勝されたのは、当会会員

の日野益博さんでした。 

奈良検定支援グループが発足 

奈良商工会議所の「奈良検定事業」

を支援するため、このたび｢奈良検定

支援グループ｣を組織しました。メン

バーは約 20 人です。  

試験監督と採点は小野副理事長と

大江理事、認定支援セミナーは鉄田

がリーダーを務めます。 

これでも人手が足りないときは随

時募集しますので、皆さん、ご協力を

お願いいたします。 
 

奈良シニア大学の授業とサークル 

「食の歴史と食文化」の授業（10/6） 
 

奈良シニア大学の「奈良の暮らし

と文化」の授業に合わせて 5 月にス

タートしたクラブ活動「グルメサー

クル」は、順調に推移しています。 

高林寺門前でガイド（10/24） 
 

10月 24日（月）は「酪農発祥の地・

飛鳥」をテーマとして、月日亭近鉄奈

良駅前店で飛鳥鍋のランチをいただ

きました。 

食事のあとは、当会の森屋美穂子

さんの案内で、奈良町の中将姫ゆか

りの寺院を参拝しました。 

徳融寺境内で記念撮影（同日）
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 今年（2022 年）高松塚古墳から

壁画が発見され50年を迎えました。

壁画発見から半世紀、記念すべき

年にあたります。 

 「農家が生姜保存用の穴を掘っ

ていたら、凝灰岩の切り石が出て

きた」…高松塚古墳の発見の話は

牧歌的な農村の風景と学術的な考

古学とが対象的で、高松塚紹介の

うんちくとしてよく知られていま

す。 

 その後のもっと凄まじいドラマ

を簡単にお話したいと思います。 

 

①壁画の発見 

 1972 年 3 月１日、当時橿原考古

学研究所の末永雅雄所長の指揮、

現場は当時関西大学の網干善教助

教授を中心とした関西大学と龍谷

大学の研究者・学生グループによ

り発掘が開始されました。そして

運命の３月 21日。男子群像の緑色

が暗闇の中から現れました。その

状況を当時明日香村の村議で、発

掘メンバーのお世話をされていた

関武さんが次のように述べられて

います。 

 『明日香村役場の２階に、網干先

生がけたたましい足音を立て「え

らいもんが出てきた」と駆け込ん

できた。急遽打ち合わせを中断し、

大慌てで現場へ急行。そして盗掘

口から中をのぞき込むと、濡れた

ように鮮やかな色彩が目に飛び込

んできた。なんと美しい！ 

…その後、報道発表の３月２６日

まで厳密な緘口令が関係者に課せ

られたが、報道発表からは連日の

大騒ぎで、役場職員や村の有志達

が徹夜で見張り番を担当した』な

ど思い出を語られています。 

 

②壁画の模写 

 文化庁は壁画発見後の 1972年４

月に「現地保存」「壁画非公開」の

方針を決め、公開手段としては「現

状模写」を選びました。その模写に

選ばれたのが、総監督：当時の日本

画の重鎮の前田青邨画伯。模写：平

山郁夫、守屋多々志、月岡栄喜、近

藤千尋、今井珠泉、蓮尾辰雄、若林

卓…本当にすごいメンバーです。

1973 年に高松塚の石室に順次入り、

目に焼き付けました。模写作業は

鎌倉で行われ、

写真からの図

版を下地に日

本画の芸術家

達が筆を進め

ました。 

 下図製作後、

再び高松塚の

石室入りで実

物との色合わ

せを行い、７名

の芸術家達が

1974 年に完成

させた模写…

全国の博物館

や美術館を巡

回し公開した

後、これもまた

非常に貴重ということで厳重保管

されました。 

 次に 1976 年。今度は常時公開用

の模写の製作が始まります。前田

青邨のもとで模写技術を学んだ守

屋多々志を中心に、同じく模写メ

ンバーの月岡栄喜、近藤千尋、今井

珠泉、蓮尾辰雄と新しいメンバー

の総勢 20名で完成させたのが「現

状模写」と「復元模写」。現在、高

松塚壁画館で常時公開されていま

す。飛鳥時代の絵画の正確な模写

としての学術価値がありますが、

昭和の日本画家達の完成された筆

致で描かれた芸術作品でもあると

思います。 

 

③石室解体、壁画修理 

・1974年 壁画の国宝指定 

・1976年 保存施設設置 

・2004年 線画消失報道 

・2005年 解体修理決定 

・2006年 調査 

・2007年 石室解体開始 

 高松塚の石室解体は大きな報道

がされ、専門家の間でも賛否が分

かれています。結果的に版築１層

１層、石材１個１個にわたり測量

や動画、静止画や図面が保存され、

当時の土木、築造などの情報を多

く蓄積できました。 

 2020 年に壁画の修理は完了しま

したが、当分の間、古墳には戻さな

い、いや…現在の技術では当面戻

せない様です。また発見当時、発見

者たちが感動したみずみずしい状

態の壁画と同じとは言い難いかも

しれません。 

 石室解体の賛否は、次の世代に

結論が出るでしょう。結果的に正

解だったと歴史に刻む未来を期待

しています。 

（広報 G 福岡康浩） 

 

高松塚西壁女子群像（古都飛鳥保存財団提供） 

高松塚古墳壁画発見 50周年 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9C%8C%E7%AB%8B%E6%A9%BF%E5%8E%9F%E8%80%83%E5%8F%A4%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9C%8C%E7%AB%8B%E6%A9%BF%E5%8E%9F%E8%80%83%E5%8F%A4%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%AB%E6%B0%B8%E9%9B%85%E9%9B%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%A2%E8%A5%BF%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B6%B2%E5%B9%B2%E5%96%84%E6%95%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%A2%E8%A5%BF%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%BE%8D%E8%B0%B7%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%BE%8D%E8%B0%B7%E5%A4%A7%E5%AD%A6
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今年の 3月、記念すべき第 1回飛鳥

ハーフマラソンが開催されました。大

好きな明日香村を走れるということ

で、出走を心待ちにしていた大会です。 

最大の魅力はなんといってもその

コース設定だと思います。スタート地

点のキトラ古墳をはじめ、天武・持統

天皇陵、川原寺、橘

寺、石舞台古墳、男

綱、稲渕棚田、高松

塚古墳など、奈良

好きにはたまらな

いコースになって

います。こんなに

も歴史を感じなが

ら走れるマラソン

はこの大会だけで

はないでしょうか。 

これまで何度か

訪れた場所を、こ

の日は多くのラン

ナーと共に走りながら巡っているこ

とがとても新鮮で不思議な感覚でし

た。何度も足を止めては写真を撮り、

そしてまた走り出す。そんなことを繰

り返しながら進んで行きました。 

アップダウンの激しさも特徴の一

つです。招待ランナーの川内選手が

「コースがキツすぎるので記録は狙

えません」と言い切るほどの難コース。

平坦な道がほとんど無いくらい、長く

て険しい坂道の連続でした。 

加えて当日は 20度を超えるほどの

暑さ。気力と体力を使い果たしながら

も、なんとか走り切ることができまし

た。そして完走後にいただいたあすか

ルビーがとにかく美味しかったです。 

コロナ渦にも関わらず開催してい

ただいたことに心から感謝しており

ます。感染対策も完璧だったと感じま

した。 

飛鳥ハーフマラソンが、来年以降も

末長く続く素晴らしい大会になるこ

とを願っています。そして近い将来

「世界遺産」を巡るコースになってい

ると確信しています。 

（広報Ｇ 礒兼 史洋） 

 

 

 

 

「グッモーニン！大物主さま」 

三輪山から昇る朝陽と共に私の朝

が始まる。自宅から往復 50分・6000

歩の海石榴市散歩だ。街を抜け、突如

視界が開かれると目の前に秀麗な神

奈備の三輪山が現れ、ドドウと迸る泊
はつ

瀬
せ

川の水流が耳に心地良い。 

海石榴市と書いてつばいちと読む。

万葉集に「三諸は人の守
も

る山 本辺
も と べ

は

あしび花咲き 末
うら

辺
べ

は椿花咲く」とあ

るように、かつては海石榴（椿）が美

しい場所だったとか。 

難波津からの船の終着点と山の辺

の道の始発点が交差し、上ツ道、伊勢

街道、忍坂街道、山田道などいくつも

の古道が交わる要衝。「八十の巷」と

呼ばれた古代の交易中心地だ。仏教伝

来と共に外国からの使節団が闊歩し、

男女が出逢う歌垣が繰り広げられた。

可哀そうな善信尼、本当にここで鞭打

ちの刑に処されたのであろうか。長谷

寺詣に訪れた清少納言、観音様を拝み、

大和の月を見上げたか。崇神宮が築か

れた古墳時代以来、人が往来しどれだ

けのドラマが生まれたであろう。尽き

ること無い妄想を楽しみつつ川の畔

をぐるり散策する。 

馬井手橋のど真ん中はとっておき

のパワースポットだ。三輪山南麓から、

東の倶留尊山、「朝倉富士」と称され

る外鎌山、雄大な音羽山、多武峰・御

破裂山に鳥見山、振り返れば二上山。

360 度大和を縁取

る山々に囲まれ、こ

こは「しきしまの大

和」、まさに「国中」

なのだと実感する。 

四季を通じて移

ろう景色も見どこ

ろだ。川を泳ぐ魚や

水鳥たち。満開の

桜、新緑、枯れ葉と

なり、季節がめぐ

る。凍てつく冬に

は、東の空が真っ赤

に燃える奇跡のよ

うな朝焼けにめぐりあう一瞬がある。

人麻呂よろしく返り見し、月を見つけ

たならこんなご褒美の朝は無い。古代

から何ひとつ変わることの無い地上

30ｍより上空の世界を眺め、しばし時

空の旅を味わう。 

礼拝・妄想・柔軟体操の朝活ルーテ

ィン、皆さまもご一緒にいかがですか。 

（ガイドG・講演講座 G 梅田加都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛鳥ハーフマラソン 2022 を走ってみて 

我が町散歩・桜井市 「海石榴市 de 朝活♪」 

天武・持統天皇陵前を通過 

海石榴市、三輪山、夢見月。 
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 郡山城の西北の丘陵地に、祭神を藤

原鎌足公とする大織
たいしょく

冠
かん

鎌足
かまたり

神社
じんじゃ

が

鎮座します。因みに大織冠は、鎌足公

の冠位、尊称です。 

 神社へは、近鉄郡山駅からバスで約

5分、「大職冠」バス停で下車。県道９

号線を横断し、南に目をやると道路に

面して高台に大きな 楠
くすのき

がそびえて

います。樹高２５ｍ、幹回り５．７ｍも

あり樹齢５００年といわれています。

「大職冠の楠」と呼ばれて郡山城下町

の守護神のような存在だといえます。

バス停からは西北へ道なりに１０分

程歩き、郡山中学校前を左折すると当

神社に着きます。 

 １５８５（天正 13）年９月、郡山に

100 万石の太守として入部した豊臣

秀長は、豊臣政権の権威付けと郡山城

の鎮守とするため、

非常に勢力の強い

多武
と う の

峰
みね

大織冠を郡

山に遷そうとしま

した。寺領 6,000石

を寄進するという

条件で遷座を図り

ましたが、多武峰の

反対にあいなかな

か実現をしません

でした。そこで、秀

長は１５８７（天正

15）年 11月、郡山新

多武峰の社殿を郡山城の西方丘陵地

に造営し、翌年 4月に遷座させるとい

う強硬手段に訴えました。しかし、由

緒ある故地を忘れかねて帰山運動が

起こり、秀長の病気に際しても大織冠

の祟りであると訴え、1590（天正 18）

年 12月に帰山を許されました。郡山

遷座はわずか 3 年足らずで終わった

のです。帰山後も残った一部の衆
しゅ

徒
と

や

地元の人々によって鎌足公を祀り、大

織冠宮と称していたので、この地を

「大織冠」と呼ぶようになりました。

時が過ぎて大織冠宮は、１７５５（宝

暦 5）年、郡山城主柳澤
やなぎさわ

信
のぶ

鴻
とき

により

現在地へ遷宮されたといわれていま

す。今の大織冠鎌足神社がそれです。 

 大和郡山市の現在の町名等に「藤原

町」、「大職冠」の鎌足公由来の名前が

残っているのは、歴史的意義は大きく、

大変嬉しいことです。 

（啓発Ｇ 森田康義） 

 

 

 

 

 安堵町を通る古代の街道「太子道」

と「業平街道」が交わるあたりに「善

照寺」があります。 

「善照寺」は、室町時代から続いてお

り、昨年開基 555年を迎えました。門

をくぐりまず目を引くのは、樹齢 300

年を超える黒松の「冨生の松」、別名

「根上がりの松」です。300年以上前

に越前の「冨生村」から船に乗ってこ

の地に来たとの伝承があります。その

根は地上に大きくせり上がり、力強く

張り出した枝は、辺りの空気を凛と引

き締めています。またこの松には貴重

な日本蜜蜂が住み着いており、どっし 

冨生の松 

りと構える「冨生の

松」の懐に抱かれ、

脈々と続けられる

命の営みには感動

すら覚えます。 

その北側には「広

峯神社」が鎮座して

います。今は寂れて

いますが、1006年に

恵心僧都源信が「極

楽寺」を再興した際

に、鎮守社として設けられた現在の

「飽波神社」は、この「広峰神社」か

ら移されました。よって、聖徳太子の

「飽波蘆垣宮」の候補地は、飽波垣内

にあるこちらの社を指します。 

もう一つの候補地「上宮遺跡」は「広

峰神社」の真西にあり、現在 2つの候

補地を隔てるように横たわる JR大和

路線も、富雄川も聖徳太子の時代には

無く（平安時代に「広峰神社」のさら

に東側から流路変更されました）この

2か所は地続きでした。現地に佇みい

にしえの昔に思いを馳せると、聖徳太

子と膳部菩岐々美郎女の仲睦まじい

姿が目に浮かんでくるかのようです。 

皆さんも是非一度のどかな田園風

景の広がる我が町安堵町をお訪ねく

ださい。気持ちが「ほっと」安堵する

ことでしょう。 

（講演講座 G 西川年文）

我が町散歩・大和郡山市 ～藤原鎌足と郡山～ 

大織冠鎌足神社 

我が町散歩・安堵町 「ほっと」スポット紹介 

善照寺 
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第 6弾 五條新町 

 

 今回は五條新町の2作品をご紹介い

たします。このエリアは江戸時代の町

並みが今でも残り、2010年に重要伝統

的建造物群保存地区に指定されてか

らは、外国人観光客も見受けられるよ

うになりました。 

 

 中でも「餅商一ツ橋」は町のシンボ

ルとも言える存在で、通りを入るとそ

の堂々たる看板が目に留まります。創

業大正時代の餅屋は、残念ながらその

長い歴史に幕を下ろしましたが、「餅

商一ツ橋（跡）復活プロジェクト」に

より外観は残しつつ、現在はチョコレ

ート店として営業されています。 

 

 もう一つの作品は「ナカコ将油」、普

段真正面から描くことはほとんどあ

りませんが、その風貌と趣に圧倒さ

れ、平面的になってしまうことを恐れ

ずに筆を走らせました。こちらは明治

10年創業とのことで、伝統的な製法に

こだわる奈良県を代表する天然醸造

の醤油蔵です。個人的にはナカコ「昆

布しょうゆ」の大ファンで、伺った際

は必ず購入しています。 

 

五條新町界隈は、日本最古の民家とさ

れる栗山邸や幻となった五新鉄道の

未成線構造物群を見ることもできま

すので、奈良の歴史を深く感じること

の出来るスポットのひとつです。 

 

 

 

「奈良とびっきり観光ガイド」 

https://www.youtube.com/c/nara-

guide 

「MUMEIART.COM」 

http://www.mumeiart.com/ 

（広報 G 佳山隆生） 

 

 

 

シリーズ「奈良スケッチ紀行」～水彩画で巡る名所・旧跡～ 

https://www.youtube.com/c/nara-guide
https://www.youtube.com/c/nara-guide
http://www.mumeiart.com/
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奈良を縦横に駆け抜ける「近鉄特急」と聞いて

真っ先に思い浮かべるのはオレンジと紺ツートン

カラーのこの姿ではないでしょうか。なかでもこ

の 12200系は 1969 年から 1976 年にかけて歴代特

急車両で最大の 168 両が製作され名阪ノンストッ

プ特急を初め狭軌の南大阪線系統を除く様々な路

線で使用されてきたまさに「ザ・近鉄特急」とも

いえるもので天皇陛下が伊勢神宮に参拝される時

の「お召列車」や先日亡くなられたエリザベス女

王の来日時にもご乗車になられました。しかし時

代には逆らえず近年は「アーバンライナー」「ひの

とり」などの新型車両に追われ、2021 年 11 月に

さよなら運転を行い惜しまれつつ引退しました。 

引退が近かったため、オレンジと白の新塗装に

塗り替えられることもなく、最後まで往年の懐か

しい塗装のままの雄姿を見ることができました。 

 

オリジナルの 12200系は引退しましたが、これをベースにした改造車両は「あおぞ

らⅡ」「かぎろひ」に加え今春には「あをによし」も登場するなど、まだまだ現役で

活躍しています。（広報 G 小林誠一） 

2021_11 月のさよなら運転 青山町_名古屋行 

あをによし 19200 系 

かぎろひ_15400 系 あおぞらⅡ15200 系 

「近鉄特急」12200 系 



― 8 ― 

広報Ｇより。 

秋の良き気候となりました。皆様、お元気にお過ごしのことと思います。いつもご愛読いただいています、

ソムリエの風ですが、今回より主にＷＥＢ発行でお届けします。今回より、我が町散歩も始まりました。県下

の市町村のお住まいの町のご紹介など投稿をお待ちしています。宛先は、kouhouweb@stomo.jpです。 

ソムリエの会のホームページも徐々に新しくなっていきます。ぜひご覧下さい。http://stomo.jp/ 

（広報Ｇ）礒兼・風間・柏尾・梶尾・窪田・小林（誠）・島田・中村・廣岡・二上・福岡・藤田・増田・松原・松森・吉川 

 

 

ソムリエの会トップページが少し

変わりました。http://www.stomo.jp 

お知らせ欄は企画の募集状況なども

合わせ、その時の新鮮な情報をお伝

えしています。 

会員が講師をしている講座の情報も

載せていきます。情報をお寄せくだ

さい。 

また、広報グループで

Facebook をはじめました。 

メンバーの活動の予定や報告を取り

上げています。 

ご意見感想をお願いいたします。 

おすすめ≪ページの更新≫ 

体裁の変更や微細な更新が反映さ

れず、古いページをそのままご覧に

なっているかたが多くおられます。 

是非再読み込み（更新ボタンを押す、

または、F5 キーを押す）をして最新

の状態をご覧ください。 

   

一度見たことのあるページは履歴

を残していて、残っていたものでも

いいから、いち早く表示してしまう

ように設計されています。 

もしかすると、もっと新しいページ

になっているのかもしれないのに、

いつまでも古いままを見させられて

いるかもしれません。 

さらに≪履歴削除≫ 

高速インターネットが当たり前の

時代です。履歴は残さず、常に最新の

ものを表示させるようにしておいた

っていいのになと思います。 

 

履歴削除の方法 

Edge では 

設定 → 設定 → プライバシー、検索、

サービス → 閲覧データをクリア 

GoogleChrome では 

設定 → プライバシーとセキュリティ → 

閲覧履歴データの削除 

 

（広報 G かざまちはる） 

 

ホームページのこと 

特定非営利活動法人 奈良まほろばソムリエの会 

            事務所所在地：〒630-8217 奈良市橋本町 3-1 きらっ都･奈良（BONCHI） 

ホームページ：http://stomo.jp/ 

メールアドレス：info@stomo.jp 

つれづれ日記（ブログ）：http://nara-stomo.seesaa.net/ 

 
HP の QR コード 

mailto:kouhouweb@stomo.jp
http://stomo.jp/
http://www.stomo.jp/
https://www.facebook.com/people/%E5%A5%88%E8%89%AF%E3%81%BE%E3%81%BB%E3%82%8D%E3%81%B0%E3%82%BD%E3%83%A0%E3%83%AA%E3%82%A8%E3%81%AE%E4%BC%9A%E5%BA%83%E5%A0%B1g/100083365535805/
http://stomo.jp/
mailto:info@stomo.jp
http://nara-stomo.seesaa.net/

